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７．２月例会 事業計画（案）予算（案）                ７－１～２７

８．持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践 事業計画(案) 
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日時：２０２１年２月８日（月）１９：００～ 

場所：尾道国際ホテル 

次   第 

１． 開  会 

２． 点  鐘 

３． ＪＣＩクリード唱和 

４． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

５． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

６． 出席者の確認 

７． 配布資料の確認 

８． 議事録署名人並びに議事録作成者の指名 

９． 議題の確認 

１０． 理事長挨拶 

１１． 直前理事長挨拶 

１２． 理事長報告 

１３． 委員会報告 

１４． 審議事項 

第１号議案 ２０２０年度 一般社団法人尾道青年会議所 収支補正予算（案）に関する件 

      第２号議案 ２０２０年度 一般社団法人尾道青年会議所 事業報告（案）

並びに収支決算（案）に関する件 

    第３号議案 ２０２１年度 一般社団法人尾道青年会議所 一般収支修正予算（案）に関する件 

第４号議案 全般的な庶務の遂行 【各種表彰】事業報告（案）決算（案）に関する件 

第５号議案 新年例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第６号議案 例会・総会の設営及び運営【定時総会の開催】事業計画（案）に関する件 

第７号議案 ２月例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

第８号議案 持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践 事業計画(案) 

予算（案）に関する件 

   第９号議案 その他 

１５． 協議事項 

第１号議案 ３月例会 事業計画（案）予算（案）について 

第２号議案 その他 

１６． 報告依頼事項 



１７． 連絡事項 

１８. 監事講評 

１９． 次回開催日の確認 

２０. 点  鍾 

２１． 閉  会 



理事長報告

 １月１４日（木） １月例会・新年例会       於：尾道国際ホテル

 １月２２日（金） 京都会議            於：WEB 
  ～２４日（日）

１月２６日（火） 第１回正副理事長会議      於：事務局

１月３１日（日） 災害ボランティア養成講座    於：尾道市総合福祉センター

 ２月 ３日（水） ２月合同委員会         於：ベイタウン尾道

 ２月 ８日（月） 第２回理事会          於：尾道国際ホテル

事務局連絡

 ２月１６日（火） 定時総会・２月例会       於：尾道国際ホテル

 ２月２３日（火） スマートシティ トップセミナー 於：尾道市役所

 ２月２６日（金） 第２回正副理事長会議      於：事務局

          上程締切 ２月１９日（金） １７：００まで

 ２月２７日（土） 会員会議所会議         於：庄原市内

 ３月 ２日（火） ３月合同委員会         於：ベイタウン尾道

 ３月 ８日（月） 第３回理事会          於：尾道国際ホテル

 ３月１６日（火） ３月例会            於：尾道国際ホテル

 ３月２６日（金） 第 3回正副理事長会議      於：事務局
 上程締切 ３月１９日（金） １７：００まで



新年例会について

新年例会について

新年例会・みなと祭り・拡大について

３月例会・家族会・交流例会について

2月例会について

2月例会について

2月例会について

2月例会・夏期講習について

2月例会・夏期講習・拡大について

2月例会リハーサル

4月例会について

拡大会議について

拡大について

4月例会について

ステイホームの楽しみ方について

ＪＣライフについて

2月例会のシナリオについて

ベイタウン尾道

家族会について

3月例会・家族会について

持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践について

持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践について

持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践について

持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践について

持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践について

みなと祭り・拡大について

防災事業について

事務局

大漁物産

2月5日 尾道国際ホテル

2月3日 ベイタウン尾道

2月3日

1月19日

ベイタウン尾道

1月20日

1月25日 製鐵原料㈱

2月3日

2月3日

1月18日 しんでん

1月23日 しんでん

しんでん

2月3日 ベイタウン尾道

1月14日

委 員 会 報 告

1月16日

1月13日

東山

議　　題

事務局

　期間　2021年1月6日～2021年2月5日

委 員 会 名 日時 場　所

1月26日未来ビジョン委員会

商工会議所301

尾道市議会

1月27日

1月7日

事務局

商工会議所301

1月27日

ひまわり認定こども園

事務局

ベイタウン尾道

1月19日

1月28日

1月12日

ベイタウン尾道

2月3日

1月28日 事務局

尾道国際ホテル 2月例会について・現場確認

総務広報委員会

 社会開発委員会

 地域教育実践委員会

組織活性化委員会

拡大研修委員会

しんでん

1月12日
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2-6



2-7



2-8



2-9
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2-11



2-12



2-13



2-14



2-15



2-16



一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

審議 事項 

事 務 局 

専務理事：歌 一行 

（１）議案名 

２０２１年度 一般社団法人 尾道青年会議所 一般収支修正予算（案）に関する件 

（２）事業名 

２０２１年度 一般社団法人 尾道青年会議所 一般収支修正予算（案） 

（３）事業実施に至る背景 

前年度の決算を受け、本年度の予算を確定し、資産を明確にしてきました。 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）２０２１年度の予算を決定し、目的達成の為の事業を円滑に行う。 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２１年 １月 １日（金）～１２月３１日（金） 

        ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額  ￥（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部   名     外部   名     計   名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 専務理事 歌 一行 

        ｈ．実施手順・プログラム 

      ２０２１年 １月２６日（火） 第１回正副理事長会議 審議 

      ２０２１年 ２月 ８日（月） 第２回理事会     審議 

      ２０２１年 ２月１６日（火） ２月定時総会     審議 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    繰り越し、会費・事業費・固定費等を明確にする。 

２０２０年度内に繰り越しが確定していない段階で、予算繰りをしているので、繰り越しを入れ 

て修正予算として上程する。 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

一般社団法人制度の会計基準に沿って行う。 

（８）審議のポイント 

一般収支修正予算について 
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（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

（10）他委員会への依頼事項等 

（11）添付資料 

２０２１年度 一般社団法人尾道青年会議所 一般収支修正予算書（案） 

２０２１年度 一般社団法人尾道青年会議所 正味財産増減計算書 一般収支修正予算内訳表（案） 

２０２１年度 一般社団法人尾道青年会議所 委員会事業費内訳表（案） 

２０２１年度 一般社団法人尾道青年会議所 一般収支修正予算（案）管理費明細 

第２回理事会 ２０２１年 ２月 ８日
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(単位：円）

1 2 1 2 3 4

青少年育成
に関する事業

地域活性化
に関する事業

例会
会員研修に
関する事業

会員の親睦
に関する事業

その他の庶
務に関する事
業

Ⅰ　事業活動収支の部

1.事業活動収入

（１）会費収入 10,422,000 10,422,000
正会員会費収入 8,316,000 8,316,000
年会費収入 8,316,000 8,316,000
新入会員入会金 0 0

特別会員会費収入 486,000 486,000
ＯＢ会員会費収入 1,620,000 1,620,000

（２）事業収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
登録料収入 0 0 0
懇親会費収入

広告料収入 0 0 0
雑収入

負担金収入 0 0 0
業務委託料

（３）補助金等収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
地方公共団体助成金 0 0 0
民間助成金

（４）寄付金収益

寄付金収益

（５）雑収入 0 0 0 0 0 0 0 0 121,000 121,000
雑収入 0 0 120,000 120,000
受取利息収入 0 0 1,000 1,000

（６）他会計からの繰入金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特別会計からの繰入金収入 0 0 0

事業活動収入計 0 0 0 0 0 0 0 0 10,543,000 10,543,000
２．事業活動支出

(1)事業費支出 600,000 750,000 1,350,000 2,691,394 400,000 350,000 279,000 3,720,394 5,070,394
会場設営費支出 0 0 0 1,901,394 0 0 0 1,901,394 1,901,394

会場費支出 0 0 0 633,798 0 0 633,798 633,798
食事代支出 0 0 0 1,267,596 0 0 1,267,596 1,267,596

企画演出費支出 0 0 0
本部団関係費支出 0 0 0
講師関係費支出 0 0 0
広報費支出 0 0 0
資料作成費支出 0 0 0
報告書作成費支出 0 0 0
懇親会費支出 0 0 0
渉外費支出 0 0 0
旅費交通費支出 0 0 0
参加記念品代支出 0 0 0
保険料支出 0 0 0
通信費支出 0 0 0
販売物品仕入支出 0 0 0
雑費支出 0 0 0
給与手当支出

リース料支出

光熱水道費支出

賃借料支出

事業予備費支出 0 0 0
（２）管理費支出 6,594,332 6,594,332

会議費支出 613,600 613,600
給与手当支出 1,588,800 1,588,800
福利厚生費支出 254,208 254,208
旅費交通費支出 100,000 100,000
通信・発送費支出 691,950 691,950
消耗品費支出 527,230 527,230
会員支給品費 0 0
リース料支出 298,080 298,080
印刷製本費支出 750,640 750,640
光熱水料費支出 208,932 208,932
賃借料支出 1,056,720 1,056,720
租税公課支出 33,000 33,000
渉外費支出 200,000 200,000
雑支出 271,172 271,172

(3)負担金支出 1,128,968 1,128,968
ＪＣＩ負担金支出 103,818 103,818
日本ＪＣ負担金支出 375,000 375,000
地区協議会負担金支出 66,000 66,000
ブロック協議会負担金支出 198,000 198,000
国際協力資金支出 120,450 120,450
日本ＪＣ出向者負担金支出 30,000 30,000
Ｗｅ　Ｂｅｌｉｅｖｅ購読料支出 198,000 198,000
その他ＬＯＭ負担金支出 37,700 37,700

事業活動支出計 600,000 750,000 1,350,000 2,691,394 400,000 350,000 279,000 3,720,394 7,723,300 12,793,694
事業活動収支差額 -600,000 -750,000 -1,350,000 -2,691,394 -400,000 -350,000 -279,000 -3,720,394 2,819,700 -2,250,694

Ⅱ投資活動収支の部

1．投資活動収入

（１）特定資産取崩収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
周年事業積立資産取崩収入 0 0 0 0 0 0
投資活動収入計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2．投資活動支出 0
周年事業積立資産支出 0
投資活動支出計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ財務活動収支の部

1．財務活動収入

財務活動収入計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2．財務活動支出

財務活動支出計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
財務活動収支差額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ予備費支出 0 -2,250,694

当期収支差額 0
前期繰越収支差額 9,642,809
次期繰越収支差額 7,392,115

法人会計 合計
小計 小計

一般社団法人尾道青年会議所　一般収支予算書内訳表（案）
2021年1月1日から2021年12月31日まで

実施事業等会計 その他の事業会計
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(単位：円）

1 2 1 2 3 4

青少年育成に
関する事業

地域活性化に
関する事業

例会
会員研修に関
する事業

会員の親睦に
関する事業

その他の庶務
に関する事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1　経常増減の部

①経常収益

（１）受取会費 10,422,000 10,422,000

正会員会費収益 8,316,000 8,316,000

正会員会費 8,316,000 8,316,000

新入会員入会金 0 0

特別会員会費収益 486,000 486,000

ＯＢ会員会費収益 1,620,000 1,620,000

（２）事業収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登録料収益 0 0 0

懇親会費収益 0 0 0

広告料収益 0 0 0

雑収入 0 0 0

負担金収益 0 0 0

業務委託料 0 0 0

（３）受取補助金等収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方公共団体助成金 0 0 0

民間助成金 0 0 0

（４）寄付金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

寄付金収益 0 0 0

（５）雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 121,000 121,000

雑収益 0 0 120,000 120,000

受取利息収益 0 0 1,000 1,000

（６）他会計からの繰入金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特別会計からの繰入金収益 0 0 0

経常収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 10,543,000 10,543,000

②経常費用

(1)事業費 600,000 750,000 1,350,000 2,691,394 400,000 350,000 279,000 3,720,394 5,070,394

会場設営費支出 0 0 0 1,901,394 0 0 0 1,979,802 1,901,394

会場費支出 0 0 0 633,798 0 0 659,934 633,798

食事代支出 0 0 0 1,267,596 0 0 1,319,868 1,267,596

企画演出費支出 0 0 0

本部団関係費支出 0 0 0

講師関係費支出 0 0 0

広報費支出 0 0 0

資料作成費支出 0 0 0

報告書作成費支出 0 0 0

懇親会費支出 0 0 0

渉外費支出 0 0 0

旅費交通費支出 0 0 0

参加記念品代支出 0 0 0

保険料支出 0 0 0

通信費支出 0 0 0

販売物品仕入支出 0 0 0

雑費支出 0 0 0

給与手当支出

リース料支出

光熱水道費支出

賃借料支出

事業予備費支出 0 0 0

（２）管理費 6,594,332 6,594,332

会議費 613,600 613,600

給与手当 1,588,800 1,588,800

福利厚生費 254,208 254,208

旅費交通費 100,000 100,000

通信・発送費 691,950 691,950

消耗品費 527,230 527,230

会員支給品費 0 0

リース料 298,080 298,080

印刷製本費 750,640 750,640

光熱水料費 208,932 208,932

賃借料 1,056,720 1,056,720

租税公課 33,000 33,000

渉外費 200,000 200,000

雑費 271,172 271,172

(3)負担金 1,098,968 1,128,968

ＪＣＩ負担金 103,818 103,818

日本ＪＣ負担金 375,000 375,000

地区協議会負担金 66,000 66,000

ブロック協議会負担金 198,000 198,000

国際協力資金支出 120,450 120,450

日本ＪＣ出向者負担金 30,000 30,000

Ｗｅ　Ｂｅｌｉｅｖｅ購読料 198,000 198,000

その他ＬＯＭ負担金 37,700 37,700

(４)管理運営予備費 -2,250,694 -2,250,694

経常費用計 600,000 750,000 1,350,000 2,691,394 400,000 350,000 279,000 3,720,394 5,442,606 12,793,694

当期経常増減額 -600,000 -750,000 -1,350,000 -2,691,394 -400,000 -350,000 -279,000 -3,720,394 5,100,394 -2,250,694

2　経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 -2,250,694

一般正味財産期首残高 12,142,809

一般正味財産期末残高 9,892,115

2021年1月1日から2021年12月31日まで

実施事業等会計 その他の事業会計

法人会計 合計
小計 小計
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1 2 1 2 3 4

青少年育成に
関する事業

地域活性化に
関する事業

例会
会員研修に関
する事業

会員の親睦に
関する事業

その他の庶務
に関する事業

活気溢れるまちづくり
事業の調査・研究・実践

300,000

持続可能な魅力あるまちづ
くり創造への調査・研究・
実践

200,000

例会行事 60,000

例会行事 60,000

会員拡大の実践 620,000

災害に強いまちづくり事業
の調査・研究・実践

250,000

尾道の伝統文化の調査・研
究・実践

新年例会 150,000

例会行事 60,000

会員拡大の実践 460,000

次世代育成事業の調査・研
究・実践

300,000

会員ならびに会員家族の交
流事業の研究・実践

100,000

交流例会 100,000

例会行事 60,000

会員拡大の実践 560,000

次代に繋げる組織づくり事
業の調査・研究・実践

300,000

夏期講習 250,000

例会行事 60,000

しまなみ３ＪＣへの参画

会員拡大の実践 610,000

会員拡大の調査・研究・実
践

50,000

例会行事 60,000

例会行事 60,000

新入会員ガイダンスの調
査・研究・実践

50,000

仮入会員研修の調査・研
究・実践

50,000

クリスマス会 200,000 470,000

例会・総会の設営及び運営 7,000

活動記録の整理・保存及び
広報活動の実践

190,000

全般的な庶務の遂行 82,000

新理事研修 50,000

例会行事 60,000

卒業例会 60,000

会員拡大の実践 449,000

合計 600,000 750,000 790,000 400,000 350,000 279,000 3,169,000

計

実施事業等会計 その他の事業会計

総務広報
委員会

社会開発
委員会

未来ビジョン
委員会

地域教育実践
委員会

組織活性化
委員会

拡大研修
委員会
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項　　目 細　目 金　　額 備　　考 計
前年度

修正予算
対比

　理事会 222,600 15,000×10、第1回36,300、第12回（新旧）36,300
　次年度理事会 60,000 15,000×4
　合同委員会 210,000 21,000×10(※3部屋予約）
　次年度室合同委員会 121,000 ※懇親会なしの会場費のみ
　月額給料 1,528,800 給与910×140×12ヶ月    
　交通費 60,000 交通費5,000×12ヶ月

1,588,800
福利厚生費 　社会保険 254,208 （月給）×16％
旅費交通費 　交通費 100,000 LOMバス etc 100,000 100,000 100.0%

　葉書・年賀状・切手代等 438,350 切手代10,000（年間）、年賀状28,350(450枚) ＪＣライフ等発送費 400,000
　電話料・FAX 243,600 ＮＴＴ17,500×12ヶ月、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ(新しいサーバ)料33,600（年間）
　その他 10,000 書留料、宅急便費 等
　用紙代 84,480 1,760×4×12ヶ月
　封筒代 52,250 長3 6,000部、角2 500部
　トナー代 95,700 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝｸ4,600×12回、トナー40,500
　コピー機カウント料 244,800 20,400×12ヶ月（平均）
　その他 50,000 点検修理調整費

会員支給品費 　 － 新入会員ﾊﾞｯﾁ・ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ等 － － －
リース料 　リース料 298,080 複合機24,840×12回 298,080 298,080 100.0%

印刷製本費 　印刷製本費 750,640 会員手帳284,350円 ＪＣライフ466,290 750,640 776,160 96.7%
　電気代 147,600 12,300×12ヶ月　　　　　（平均）
　ガス代 8,760    730×12ヶ月　　　　　（固定）
　水道代 52,572  4,381×12ヶ月　　　　　（固定）
　事務所家賃 873,120 72,760×12ヶ月　　　　　（固定）
　駐車場 183,600 15,300×12ヶ月(1台分)　 （固定）
　法人県民税 21,000 法人市民税申請により納税免除
　印紙代 12,000 登記用10,000、謄本印鑑証明2,000

渉外費 　渉外費 200,000 200,000 200,000 100.0%
　清掃、消検費 51,000 消防設備点検費、事務局内清掃費
　警備費 35,040 2,920×12ヶ月　　　　 　（固定）
　清掃費（共用部分） 105,132 8,761×12ヶ月　　　　　 （固定）
　その他 80,000 雑費50,000＋Zoomアカウント使用費30,000

6,594,332 6,502,978 101.4%

会議費 613,600 560,500 109.5%

給与手当
1,843,008 1,823,520 101.1%

通信・発送費 691,950 679,200 101.9%

消耗品費 527,230 525,694 100.3%

賃借料 1,056,720 1,056,720 100.0%

雑　費 271,172 241,172 112.4%

合　　計

　２０２１年度　一般社団法人尾道青年会議所　一般収支修正予算（案）　管理費明細

租税公課 33,000 33,000 100.0%

水道光熱費 208,932 208,932 100.0%
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

委員会名 総務広報委員会

委員長名 小西 琢真

（１）議案名 

    全般的な庶務の遂行 事業報告（案）決算（案）に関する件 

（２）事業名 

    各種表彰 

（３）事業実施に至る背景 

理事長、監事、例会皆出席者並びに出向者、また満期退会者に対して、功績を称えるため、各種

表彰を行います。 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）運営規定、庶務規則第１条、第２項及び第３項に基づき、各対象者に対して功績を

称え表彰することで、現役会員は尾道青年記会議所の活動に対する意識の向上、満

期退会者は長年の功績を称える事を目的とする。 

（５）実施日時 ２０２１年１月１４日（木）

（６）場  所 尾道国際ホテル

（７）参加人員  内部５６名 外部８名  計６４名

             （外部内訳：２０２０年度満期退会者 ８名）

（８）外部協力者 

（９）事業の目的は達したか？ 

２０２０年度理事長・満期退会者・監事・例会皆出席者・出向者の皆さまに表彰及び記念品を贈

ることでその功績を称えることができました。また、表彰を通じて、ＪＣ活動への意識向上に繋が

り、目的は達成出来たと考えます。

（10）実施上の問題点

   特にありません。

（11）次年度への引継事項

   表彰対象者の動線確認をリハーサル時に徹底することで、円滑に進行していきます。表彰対象者が

フロアメンバー内におられる場合、移動しやすい席の配慮が良いと考えます。新年宴会担当委員会は、

入り口付近の席の配置にするなど、事前打ち合わせをお願いします。事前に満期退会者へ記念品に関

するご希望を伺うことで、委員会内での打ち合わせもスムーズに進みます。
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また、記念品が人数分用意できることを確認しておくことが重要です。

今年は記念品の内容のアナウンスをしませんでしたが、どんなものをプレゼントしたのかメンバ

ーに知ってもらえるように一言付け加えると良かったです。

（12）委員長所見

残念ながら、満期退会者全員に出席して頂くことが出来ませんでした。事前の案内はもちろん、

当日にも表彰者にスケジュールの案内を心掛ける必要がありました。

また、委員会メンバー一人ひとりが複数の役割を担っていただき、きめ細かい対応をしていただ

いたおかげで、トラブルなく進行することが出来ました。ご協力いただきましたメンバーの皆さま、

並びにご出席いただきました満期退会者の皆さまに厚く御礼申し上げます。

（13）添付資料
事業収支計算書（案）

収支計算明細書（案）

第２回理事会 ２０２１年 ２月 ８日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 82,000 82,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事業予備費繰入収入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

82,000 82,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 59,912 56,672 3,240 賞状筒（紙誠）、図書カード（TSUTAYA）、賞状（事務局）、記念品（アトリエバーグ）
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 59,912 56,672 3,240
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
アトラクション費支出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

25,328
82,000 82,000

●余剰金  25,328

22,088

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本部団関係費 支出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

各種表彰

収　　入　　合　　計

補助金等収入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告書 作成 費 支出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業繰入収入 事業繰入収入 82,000 82,000 0

0

0

0

0

82,000 82,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

企画演出費支出 企画費支出 賞状筒＠160×12本+消費税10％ 2,112 2,112 0 紙誠㈱

満期退会者9名×＠4500 40,500 40,500 0 アトリエバーグ

高額購入割引 -3,240 3,240 アトリエバーグ

例会皆出席32名×＠500 16,000 16,000 0 TSUTAYA

賞状　Ｂ４　13名×＠100 1,300 1,300 0 事務局

0

小　　計　　 59,912 56,672 3,240

0

0

0

0

0

0

0

小　　計　　 0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

小　　計　　 0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

小　　計　　 0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

小　　計　　 0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

22,088

  余 　　　剰　 　　金　　　 25,328

支　　出　　合　　計　　 82,000 82,000

事 業 予 備 費 支 出

事業費支出

収支計算明細書(案)

各種表彰

合　　計　　
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

委員会名：社会開発委員会

委員長名：大池 慎三

（１）議案名   

新年例会 事業報告 (案) 決算 (案) に関する件 

（２）事業名   

    新年例会 テーマ「新たな歴史の１ページ」

（３）事業実施に至る背景

 安楽城理事長をはじめとする２０２１年度新体制を、ＯＢ会員、特別会員の皆さまに披露するこ

とで、新たなスタートを盛大に祝うとともに、ＯＢ諸先輩方との交流の場を設える必要があります。 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）ＯＢ会員、特別会員の皆様に、安楽城理事長をはじめとする現役会員、新入会員を

紹介するとともに、安楽城理事長が掲げる所信「粋」～前向きに、楽しく～を体現

することで、新たな時代の幕開けを、参加者全員が一体感を持てる交流の場とする

ことを目的とします。 

（５）実施日時  ２０２１年 １月 １４日（木） １９：００～２０：００ 

（６）場  所   尾道国際ホテル

（７）参加人員  内部 ５６名     外部 ４６名     計 １０２名

             （外部内訳：ＯＢ会員 ２７名特別会員 １９名）

（８）外部協力者 

（９）事業の目的は達したか？ 

本年度は、オープニングムービーで新たな歴史の１ページを強調させていただき、安楽城理事

長の挨拶「粋」～前向きに、楽しく～に繋げさしていただきました。

コロナ禍において、会食なしの例年よりも１時間短い新年例会となり、ＯＢ・特別会員の方々に

挨拶に行く時間を取ることが難しい状況でしたが、ＯＢ・特別会員の方々がご来場さられてから

受付に上がる際エスコートをすることにより、敬意を持っておもてなしができたと思います。当

委員会メンバーだけではなく、他委員会、会員全員に協力を求め全体でおもてなしをすることが

良かったと思います。また、受付時からご着席になるまでと，始まる５分前まで全委員会の方々

が積極的にＯＢ・特別会員席に挨拶していただき委員長は新入会員紹介をさせていただきました。 

そしてなにより、ＯＢの方から最高の例会だったとのお声もいただき、新たな時代の幕開け、参

加者全員が一体感を持てる交流の場とすることができたと考えます。以上のことから事業の目的
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は達成されたと考えます。

（10）実施上の問題点

     新入会員登壇時、国旗に礼をする向きがバラバラだったとのお声がございました。

    リハーサルの際や、どこに国旗があるかよりわかるように工夫すべきでした。

     新入会員登壇前、のぼりを壁に立てかけており倒してしまいました。

     倒れないよう置くか、持っていればよかったです。

（11）次年度への引継事項

     本年度のような時間短縮で行う新年例会では、催し物を盛大にするのではなく、シンプルに丁

寧にＯＢ・特別会員の方に敬意をもっておもてなしができるよう、会員全員で行えるようメン

バーに細かい連絡等お願いすることをお勧めします。

      受付時来場者に検温をする際ガンタイプの非接触型の検温器を使いました。ＯＢの方々に顔

にむけるのではなく手に向け検温されたほうが良いと思います。

      本年度は(公社) 日本青年会議所中国地区広島ブロック協議会会長として加度亮平君が選出
され皆様にご紹介させていただきました。

      新入会員紹介でノボリ置きを購入させていただきました。尾道青年会議所４Ｆ倉庫に収めて

ありますのでお使いください。

      会食がある新年例会の場合、例年新入会員等のご紹介が会食中での紹介となり注目してもら

うことが難しいのですが、会食なしの場合皆さん注目していますので丁寧なご紹介をお勧めし

ます。 

      本年度の新年例会ですが、ＯＢ諸先輩方からお褒めの言葉を多くいただきました。コロナ禍

関係なくこのような形で行うことも一つの手段として検討すべきであると考えます。

（12）委員長所見

      今年はコロナ禍で会食、コンパニオン、歓談等できない状態で、短縮時間での開催となり急

遽の変更等多くありましたが、本来一年最初の事業、新年例会で必要な本年度理事長の門出を

祝うお披露目の場、ＯＢ・特別会員様にお披露目しご紹介する場で、シンプルでも敬意のこも

ったおもてなしをすれば良いのだと改めて思いました。何かアトラクションをしなければなら

ないではなく、一つ一つの紹介やご挨拶礼儀作法を丁寧に敬意を持って行うことが大切なのだ

と思いました。そうすることにより、理事長の「粋」～前向きに、楽しく～を体現することが

できると考えます。

（13）添付資料
事業収支計算書（案）

収支計算明細書（案）

会場レイアウト(案) 

第２回理事会  ２０２１年  ２月 ８日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 150,000 150,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事業予備費繰入収入 204,282 159,968 44,314
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

354,282 309,968 44,314

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 193,600 193,600 0
設 営 費 支 出 54,216 53,778 438
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 247,816 247,378 438
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 46,200 31,154 15,046
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 46,200 31,154 15,046
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
アトラクション費支出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

31,436
366,382 309,968

●余剰金  31,436

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報告書作成費 支出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

新年例会テーマ「新たな歴史の１ページ」

収　　入　　合　　計

補助金等収入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

72,366

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本部団 関係 費 支出

講 師 関 係 費 支 出
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＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 150,000 150,000 0

事業予備費繰入収入 正会員２１７８円×５６ 150,282 121,968 28,314

特別会員２０００円×１９名 54,000 38,000 16,000

0

0

354,282 309,968 44,314

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費 看板代 15,278 15,278 0 水ノ上災害防具

ステージ装花 22,000 22,000 0 尾道国際ホテル

スクリーン 16,500 16,500 0 尾道国際ホテル

席次表　 438 0 438 事務局

設営費支出 会場使用料 193,600 193,600 0 尾道国際ホテル

0

0

247,816 247,378 438

企画演出費支出 新入会員のぼり　8本 13,200 13,200 0 紙誠

映像費謝礼費 33,000 0 33,000

マウスシールド 8,450 -8,450 アマゾン

のぼり置き　8台 9,504 -9,504 ヌマックス

0

0

0

46,200 31,154 15,046

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

72,366

31,436

366,382 309,968

収支計算明細書(案)

新年例会テーマ「新たな歴史の一ページ」

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

審議 事項 

                                                        委員会名 総務広報委員会 

                                                       委員長名 小西 琢真 

（１）議案名 

例会・総会の設営及び運営 事業計画（案）に関する件 

（２）事業名 

    定時総会の開催 

（３）事業実施に至る背景 

    一般社団法人尾道青年会議所定款２５条～３６条に基づき定時総会を開催する。 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）２０２０年度の収支決算の承認を行いすべての事業を完了とする。また、２０２１

年度の収支予算報告を行う。 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２１年２月１６日（火）１８：５０～ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額   

        ｄ．参加人員  内部６６名     外部   名     計６６名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長 小西 琢真 

        ｈ．実施手順・プログラム 

２０２０年１２月２３日（水）第５回正副理事長予定者会議 協議 

２０２１年 １月 ８日（金）第１回理事会        協議 

２０２１年 １月２６日（火）第１回正副理事長会議    審議 

２０２１年 ２月 ８日（月）第２回理事会        審議 

２０２１年 ２月１６日（火）２月例会・定時総会     実施 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    案内文にて２月定時総会の開催を連絡いたします。 

     ２月 ９日（火）      案内文送付 

     ２月 ９日（火）～２月１２日（金） 委任状受付期間 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

２月定時総会においては、低出席率及び委任状未提出が深刻な問題となっている。総会は、現役

会員として出席の義務があることを各委員長が責任をもって委員に伝達する事で出席率の向上

に加え、決算・予算において当事者意識を持って頂くものと考えます。また、委任状の提出確認
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も併せて行うことで、会員全員で総会に臨むことを目指します。 

（８）審議のポイント 

    内容について 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

（10）他委員会への依頼事項等 

①総会の重要性を近年入会者中心に周知し、欠席、遅参しないよう声掛けを頂き、全員参加で総

会に臨む事をお伝えください。 

②委任状の提出期限を厳守し、万が一欠席または遅参の可能性がある方には必ず提出して頂きま

す様、ご協力をお願い致します。 

（11）添付資料 

２月定時総会次第（案） 

２月定時総会案内文書（参考資料） 

第２回理事会 ２０２１年 ２月 ８日
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一般社団法人 尾道青年会議所 

２月定時総会 次第（案） 

（定款２５条～３６条） 

日時：２０２１年２月１６日(火) 

１８：５０～１９：２０ 

 場所：尾道国際ホテル（２月例会内） 

１. 開会   

２. 議長選出 

３. 定足数の確認 

４. 議事録署名人並びに議事録作成者の指名 

５. 議題の確認 

６. 審議事項 

   第１号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０２０年度 収支補正予算（案） に

関する件 

   第２号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０２０年度 事業報告（案）       

         並びに収支決算（案）に関する件 

    第３号議案 一般社団法人尾道青年会議所２０２１年度 一般収支予算(案)  

          に関する件 

    第４号議案 その他 

７. 監事講評 

８. 閉会 
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尾 青 会 発   号

                            ２０２１年 ２月 ９日

会 員 各 位 

一般社団法人 尾道青年会議所

理 事 長     安楽城 大作

副理事長  高升  純

委 員 長      小西 琢真

２月定時総会のご案内（参考資料） 

拝啓  余寒の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、２月例会内において定時総会を下記要領で行います。       

万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具

記 

日     時  ２０２１ 年 ２月１６日（火） １８：３０セレモニー １８：５０定時総会 

場     所  尾道国際ホテル ２Ｆ 

総 会 議 案  第１号議案 ２０２０年度 収支補正予算（案）に関する件 

           第２号議案 ２０２０年度 事業報告（案）並びに収支決算（案）に関する件 

           第３号議案 ２０２１年度 一般収支予算（案）に関する件 

           第４号議案 その他 

返 信 締 切  ２０２１年 ２月１２日（金） １７：００必着 

返  信  先  一般社団法人尾道青年会議所  

F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp

返 信 方 法  出欠返信は委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAX かメールで事務局まで返信ください。 

※定時総会にご欠席または遅刻・欠席の可能性がある方は、 

下記委任状にご署名・ご捺印の上ご返送ください。

※委任状受付期間は２月９日～２月１２日とさせていただきます。 

※会食は例会開始前の１８：３０までとさせていただきます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

委  任  状 

２０２１年２月１６日開催一般社団法人尾道青年会議所定時総会における一切の議決権を、 

            君に委任いたします。 

２０２１年  月  日

会員名            印 

                    必ず捺印してください。
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案）

審議 事項 

                                                        委員会名：組織活性化委員会 

                                                       委員長名：山本恭平 

（１）議案名 

２月例会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

（２）事業名   

       テーマ「繋げる為に繋がろう！」 

（３）事業実施に至る背景 

  組織において「永続して存在し続ける」ことは大きな課題と言えます。永続して存在し続ける

為には組織を継続的に活性化していく必要があります。その為に、まずはそこに集まる人々が率

先してコミュニケーションをとり、同一の目的を共有させ地域に根差した活動をしていく必要が

あります。 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）会員がより深く繋がっていく為の組織づくりや同一の目的意識を共有することの大 

切さを学び、会員が人や地域と率先して繋がる為の行動意欲を向上させることを目 

的とします。 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２１年 ２月 １６日（火） １８：３０～１８：５０ セレモニー 

                           １８：５０～１９：２０ 定時総会 

                           １９：２０～２０：５０ 例会行事 

                           ２０：５０～２１：００ セレモニー 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥６０，０００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ６６名     外部 ０名     計 ６６名 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 株式会社にんべん 代表取締役社長 髙津伊兵衛 氏 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 組織活性化委員会 委員 藤田祐輔 

                           委員 村橋 聡 

        ｈ．実施手順・プログラム 

      ２０２０年１２月２３日（水） 第５回 正副理事長予定者会議 協議 

      ２０２１年 １月 ８日（金） 第１回 理事会        協議 

      ２０２１年 １月２６日（火） 第１回 正副理事長会議    審議 

      ２０２１年 ２月 ８日（月） 第２回 理事会        審議 

      ２０２１年 ２月１６日（火） ２月例会           実施 
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（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    株式会社にんべん代表取締役社長の髙津伊兵衛氏を講師としてお招きし、ご講演をしていただき

ます。髙津氏が経営される株式会社にんべんは、社員同士、地域と親密に繋がることに重点をおき、

３２１年間組織を大きくしながら繋いでこられました。組織を繋ぐために、これまでに行われた事

例や大切なポイントをお話しいただくことで、より深く繋がっていく為の組織づくりと同一の目的

意識を共有することの大切さを学び、会員が率先して人や地域と繋がる行動意欲を向上させる機会

を創出します。 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

歴史や伝統ある組織は、時代の変化に対応し組織を活性化してきたからこそ、永続的に存在し続

けていると考えます。本例会では、歴史と伝統ある組織の代表として活躍される髙津氏が考えられ

ている組織として大切にされていることや、取組まれていることについてお話しをいただくことで、

組織に対する認識を深め新たな思想を得ることに繋がります。また、講演終了後に髙津氏と委員長

の２名でテーマを２点用いて対談を行います。「組織としてニューノーマルにどのように対応して

いくか」また、髙津氏は自身が好まれる「ワクワクする」という言葉をキーワードに、社業を発展

させて来られております。この言葉は、本年度の尾道青年会議所のテーマに含まれる「前向きに楽

しく」と共通点があり、髙津氏の「ワクワクすることに対しての考えや根源」について対談をする

ことで、本年度の尾道青年会議所のテーマを浸透させるとともに、今後ニューノーマルに対応した

活動を行っていくうえでの一助になると考えます。 

（８）審議のポイント 

   内容・予算について 

（９）会議での意見とその対応 

   意見）１都３県に緊急事態宣言が出ているが例会の実施はどのように考えているか 

対応）尾道青年会議所としての判断が主になりますが、現状通常通り実施を目指しています。また、 

緊急事態宣言の延長や講師の先生が移動できない場合はオンラインでの実施をいたします。

意見）講演テーマの「社員の子供が入社する組織づくり」が本例会の重点になると考えられますが 

パワーポイント資料では、その部分が少なく感じますが講師の方との打ち合わせはされてい 

るか。 

   対応）今回の資料は髙津氏が直近の講演で使用したものを添付させていただいており、当日の講演 

      内容に関しては訪問をしたうえでお願いをしております。 

   意見）対談を行う上で、「ニューノーマルにどのように対応していくのか」という点で髙津氏の本 

音を聞き出せればと思いますが、対談のイメージはありますか。 

   対応）コロナの影響で人との繋がり方も変化していく中で、新しいニューノーマルなコミュニケー 

      ションをどのように考えているかを対談していきたいと考えております。

（10）他委員会への依頼事項等 

    ２０２１年度最初の例会行事となりますので、一人でも多くのメンバーにご参加いただけるよう

委員長より委員会メンバーへの連絡をお願い致します。また、例会開始時刻が変更となっておりま

すので周知をお願い致します。 
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（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

２月例会事業概要（案） 

講師プロフィール（参考資料） 

２月例会タイムスケジュール（案） 

会場レイアウト図（参考資料） 

２０２１年度例会看板（案） 

２月例会看板作成見積書（案） 

２月例会アンケート（案） 

２月例会案内文書（参考資料） 

２月例会講演内容（参考資料） 

   ２月例会講演資料（参考資料） 

第２回理事会  ２０２１年 ２月 ８日
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 60,000 -60,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0 7,000 -7,000 (有)メディアジャンクション
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 7,000 -7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0 50,000 -50,000 ㈱にんべん(謝礼金）
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0 0

小　計 0 50,000 -50,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0 198 -198 事務局（＠3×66名）
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 198 -198
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 880 -880 振込手数料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 1,922 -1,922

0 60,000 -60,000

事業収支予算書（案）

２月例会　テーマ　繋げる為に繋がろう！

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事

業

費

支

出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事

業

費

支

出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 60,000

60,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考
会場設営費支出 設営支出 看板代 7,000 (有)メディアジャンクション

7,000
講師関係費支出 諸謝金支出 謝礼金 50,000 ㈱にんべん

50,000
資料作成費支出 資料費支出 アンケート 198 事務局（＠3円×66名）

198

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出 880 振込手数料
販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 1,922
60,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

２月例会　テーマ　繋げる為に繋がろう！

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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2 月例会事業 概要（案） 
テーマ『繋げる為に繋がろう！』 

１．講師例会（９０分） 
事前に打ち合わせをした下記テーマに基づいて、髙津氏のご経験を基にご講演をいただきます。 
髙津氏が経営される、株式会社にんべんは、社員同士、地域と親密に繋がることに重点をおき、３２１
年間組織を大きくしながら繋いでこられました。組織を繋ぐために、これまでに行われた事例や大切な
ポイントをお話しいただくことで、会員同士がより深く繋がりを持ち、同一の目的意識を共有させ、率
先して人や地域と繋がる行動意欲を向上させる機会を創出します。 

講師：髙津 伊兵衛 様 
株式会社にんべん 第１３代当主 代表取締役社 

２．例会スケジュール  
【講師との通信開始】1分 
オンラインで会場と講師の髙津氏で通信を開始します。会員全員により盛大な拍手でお出迎えをしま
す。 

【理事 挨拶】３分
安楽城理事 より、ご挨拶をいただきます。

【委員 趣旨説明】１分 
委員 より、当例会の趣旨説明を います。

【講演】５５分
講師の髙津氏より、以下の 3つのテーマでのご講演をいただきます。 
・組織を継続していく上で、守り続けている事や変化させたこと 
・異業種との繋がりについて（タイアップやコラボレーション）について 
・社員の子供が入社する組織づくりについて 

【対談】１９分 
以下のテーマについて、髙津氏と委員 により対談をおこないます。 
・組織としてニューノーマルにどのように対応していくか。 
・髙津氏が好きな言葉「ワクワク」について。ワクワクすることに対しての考えや根源について。 

【質疑応答】５分 
ご講演いただいた内容で質疑応答を行います。質問者は専用の席まで移動していただきます。 
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【副理事 謝辞】２分 
吉田副理事 より謝辞を述べていただきます。

【講師との通信終了】1分 
講師の髙津氏との通信を終了します。会員全員により盛大な拍手でお見送りをします。 

【アンケート記入】3分 
配布しているアンケートにご記入いただきます。 
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講師プロフィール（参考資料）

【講師】 

株式会社にんべん 第１３代当主  
代表取締役社  髙津 伊兵衛 氏 

【会社概要】 

社   名 ：株式会社にんべん 
本社所在地 ：東京都中央区日本橋室町１丁目５番地５号 室町ちばぎん三井ビルディング１２階 
創   業 ：１６９９年（元禄１２年） 
設   立 ：１９１８年（大正 ７年）１１月２０日 株式会社髙津商店 
社 名 変 更：１９４８年（昭和２３年） ３月１７日 株式会社にんべん 
事 業 内 容：鰹節および加工食品の製造・販売 
主 要 製 品：鰹節、フレッシュパック、つゆの素、削り節、各種だし、ふりかけ、惣菜類、他   
社  員  数 ：２０９名（２０２０年４月現在） 
事 業 所 ：本社、営業所１０個所、大井川事業所、研究開発部、神奈川キッチン 全国計１４個所 

【講師プロフィール】 

１９９３年に  学院 学 経営学部をご卒業後、株式会社高島屋で３年間修行をされ、１９６６年に現在経
営をされる 株式会社にんべん にご入社。２００９年 創業３１０周年を迎える年に代表取締役社 にご就任さ
れ、和食のベースとなる だし の可能性を日々探求され、国内外問わず 日本の味 を広める事業展開をされて
おられます。近年では、健康な生活を提案する 一汁一菜 をコンセプトにした 鰹節だし を手軽に楽しめるス
タンドバー形式の軽食店「日本橋だし場」や だしの旨味と素材 を活かした日本食レストラン「日本橋だし場
はなれ」、お弁当専門店「日本橋だし場ＯＢＥＮＴＯ」、惣菜専門店「一汁一菜 日本橋だし場」など展開され
ており、その他にも働く女性を応援するプロジェクトとして「にんべん だしアンバサダー」を募集し、アンバ
サダーとして活動される女性たちが活躍できるイベントを企画することで、だしの魅力を伝え広めていくな
ど、鰹節を使用した商品だけでなく日本食の味や文化を発信する事業にも力を注がれております。 
また、創業からの企業所在地である日本橋で行われる地域イベント、日本橋の橋洗い や神社などで行われる各
種祭礼行事や振興イベント等、企業として携わり町への貢献にも積極的に活動をされております。 
初代より代々受け継がれている「伊兵衛」の名を２０２０年に第１３代当主として御襲名され、先祖より受け
継がれてきた暖簾を守られております。 い歴史の中で培われてきた本物の味を伝えていく「伝承」、次世代に
向けて新しい食を生み育む「創造」、多くの方々に伝わるよう変化していく「融合」を実現させることを目指
し、日々新たな可能性に挑戦を続けられております。 
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【経歴】 

１９９３年   学院 学 経営学部 卒業 
１９９３年 株式会社高島屋     入社 
１９９６年 株式会社高島屋     退社 
１９９６年 株式会社にんべん    入社 
２００９年 株式会社にんべん 社  就任 
２０２０年 第１３代伊兵衛     襲名 

【講演歴】

東京商工会議所、  学院校友会、早稲  学 等 

【出演番組】 

テレビ東京   「カンブリア宮殿」 
フジテレビ   「ビジネスＳｔｙｌｅ」 
カウテレビジョン「社 室１０１」 
Ｂｚｉｐ+東京 「東京の社 ＴＶ」 

【出版】 

ＰＨＰ研究所 「だし」再発見のブランド戦略 

【講師選定理由】 

組織の永続的な課題は「存在し続ける」ことであり、その為には組織の内部がより深く繋がっていく必要が
あります。そして、組織として活性化していく為には、内部がより深く繋がり、組織としての目的を会員一人
ひとりが把握し組織内で共有することが重要だと考えます。 
株式会社にんべんは創業から鰹節一筋で商売を続け、それぞれの時代の変化に対応し、その歴史を築き上げ

てこられました。講師の髙津 は、株式会社にんべんの第１３代当主代表取締役社 として和 のベースとな
る『だし』の旨味を国内・海外へ発信するため、鰹節・だし文化の新たな可能性を日々探求し、近年ではだし
の旨味を気軽に楽しめるスタンドバー形式の軽食店舗やレストランを日本橋にオープンし地域に根差した事業
展開や、和食の文化を発信するために日本食レストランを海外へ展開される、その手腕を揮われております。 
その他にも組織を可視化する仕組みを取り入れ、社員に「セクション主義」ではなく「オールにんべん」を

意識させ組織としての課題を見つけるといった組織改革にも着手されております。また、毎年の夏に行われる
「日本橋」の橋洗い、地域の神社で行われる各種祭礼や振興イベント等には企業として積極的に参加をされる
など、地域貢献にも力を注いでおります。 
上記の様に、社員同士や地域と親密に繋がることに重点をおき、今日まで組織を大きくしながら繋いでこら

れました。 
 歴史と伝統のある組織は活性化を繰り返してきたからこそ、永続的に存在し続けられており、本例会では創
業３２１という歴史と伝統を持つ組織の代表である髙津 にご講演いだき、尾道 年会議所がより深く繋がる
組織づくりや組織内での目的意識の共有することの重要性を学ぶことで、会員が率先して人や地域と繋がる行
動意欲が向上する内容になると考えます。 
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２月例会行事 タイムスケジュール（案） 

１８：３０   総会（５０分） 

１９：２０   例会行事開始 講師との通信開始（１分） 

１９：２１   理事 挨拶（３分）

１９：２４   委員 趣旨説明（１分）

１９：２５   講演（５５分） 

２０：２０   対談（１９分） 

２０：３９   質疑応答（５分） 

２０：４４   副理事 謝辞（２分）

２０：４６   講師との通信終了（１分） 

２０：４７   アンケート記入（３分） 

２０：５０   例会セレモニー 

２１：００   例会行事終了 
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スクリーン PA

１名

司会

１名

司会者

⇒質疑応答、趣旨説明PC ⇒司会用PC

⇒共同ホストPC×2 ⇒音響用PC

⇒メインホストPC ⇒プロジェクター

⇒撮影用PC×３

　２０２１年度　２月例会行事zoom対応　会場レイアウト（参考資料）①

PA

組
織
活
性
化
委
員
会

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

正副事務局正副事務局正副事務局 正副事務局正副事務局正副事務局

未来ビジョン未来ビジョン未来ビジョン 未来ビジョン未来ビジョン未来ビジョン

社会開発社会開発社会開発 社会開発社会開発社会開発

総務広報総務広報総務広報 総務広報総務広報総務広報

拡大研修拡大研修拡大研修 拡大研修拡大研修拡大研修

地域教育実践地域教育実践地域教育実践 地域教育実践地域教育実践地域教育実践

質
問
席

司

質

ホ

ホ

撮

撮

質

ホ

ホ

全体撮影①

全
体
撮
影
② ホ

撮

音

撮

ステージ撮影

司

音

撮

謝辞、対談
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●全体撮影①　イメージ ●全体撮影②　イメージ

●理事長挨拶、副理事長謝辞、対談時　イメージ
　（プロジェクターPCから撮影）

　２０２１年度　２月例会行事zoom対応　会場レイアウト（参考資料）②

講師
演
台
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２０２１年度 例会看板（案）

板製作寸法 及び 基本レイアウト

テ－マ

２月例会 テ－マ「繋げる為に繋がろう！」
285mm 

2910ｍｍ

予備欄  

委 員 会 名  

講師 株式会社にんべん 第１３代当主

代表取締役社長 髙津 伊兵衛 氏

135mm 

1210mm 

組織活性化委員会
135mm 

1000mm 
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２月例会 繋げる為に繋がろう！ 

講演会アンケート（案） 

本日の例会に関して皆様のご意見を今後の活動の参考にさせていただくため、アンケートの記入にご協力をお
願い致します。 

１．組織として、そこに集まる人同士が繋がろうと意識をする必要性を感じましたか？ 
・はい   ・いいえ   ・どちらでもない 

２．講演を聞いて必要だと感じた、もしくは今後取り組んでいきたいと思ったことを教えてください。 
（複数選択可） 
①組織内の目的意識を共有する  ②新たなカテゴリーへの挑戦  ③組織として地域と関わる    
④組織内部の繋がりを深める   ⑤親子が働く組織づくり    ⑥異業種との協業 
⑦その他（下記へご記入ください） 

３．２で選択した中で、組織において最も必要だと思うもの、その理由を教えてください 
選択番号：   （項 １：① ⑥より１つ選択）

  【理由】＊自由にご記入ください

４．３で選択したことを実践する為にどのような行動をしたいと思いますか。 
＊自由にご記入ください。

５. 尾道 年会議所を１０年、２０年後のメンバーに繋ぐ為に、現在のメンバーが今まで以上に深く繋がる 
必要があると考えております。未来のメンバーの為に、私たちが取組むべきと思うことを教えてくださ
い。＊自由にご記入ください。

６．ZOOMを使用した例会に関して、良かったと思う事や改善が必要だと思う事を教えてください。 
＊ご自由にご記入ください。

アンケートにご協力いただき有難う御座いました。 
記入済みのアンケートはテーブルの上にそのまま置いてください。当委員会で回収させていただきます。 
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尾 青 会 発   号 

                            ２０２１年 ２月 ９日 

会 員 各 位 

一般社団法人 尾道青年会議所 

理事長     安楽城 大 作 

副理事長   田 雄 太 

委員長      山 本 恭 平 

  ２月例会のご案内（参考資料） 

拝啓  向春の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、２月例会では株式会社にんべん第１３代当主 代表取締役社長 髙津伊兵衛氏をオンラインでお招きし、「繋 

げる為に繋がろう！」というテーマでご講演頂きます。 

 永続的に継続されてきた企業をモデルケースに、「親密に繋がる組織づくり」や「目的意識を共有することの重要

性」等についてお話をしていただきます。本例会を通じ、尾道青年会議所会員が率先して地域や人と親密に繋がる

意識や行動を向上させ、組織活性化への一助としていただきます。 

 尚、集会形式の例会とさせていただきますので、皆様 例会会場へご来場下さいますようお願い申し上げます。 

万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 

記 

日     時     ２０２１年 ２月 １６日（火） １９:２0～21:00 

場     所     尾道国際ホテル 

例     会     テーマ「繋げる為に繋がろう！」 

講     師     株式会社にんべん 第１３代当主 代表取締役社長 髙津 伊兵衛 氏   

例会担当委員会  組織活性化委員会 

返 信 締 切    ２月１２日（金） 必着 

返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp

返 信 方 法   委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAXかメールで事務局まで返信ください。 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます 

会場内マスクの着用、入退室時の消毒、咳、発熱等の症状がある方は出席をお控えください 
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尾 青 会 発   号 

                            ２０２１年 ２月 ９日 

特別会員 各 位 

一般社団法人 尾道青年会議所 

理事長     安楽城 大 作  

副理事長  田 雄 太 

委員長     山 本 恭 平 

２月例会のご案内（参考資料） 

拝啓  向春の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、２月例会では株式会社にんべん第１３代当主 代表取締役社長 髙津伊兵衛氏をオンラインでお招きし、「繋 

げる為に繋がろう！」というテーマでご講演頂きます。 

 永続的に継続されてきた企業をモデルケースに、「親密に繋がる組織づくり」や「目的意識を共有することの重要

性」等についてお話をしていただきます。本例会を通じ、尾道青年会議所会員が率先して地域や人と親密に繋がる

意識や行動を向上させ、組織活性化への一助としていただきます。

 尚、集会形式の例会とさせていただきますので、皆様 例会会場へご来場下さいますようお願い申し上げます。 

万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

敬 具 

記 

日     時  ２０２１年 ２月 １６日（火） １９：２０～２１：００ 

場     所  尾道国際ホテル 

例     会  テーマ「繋げる為に繋がろう！」 

講     師  株式会社にんべん 第１３代当主 代表取締役社長 髙津 伊兵衛 氏 

例会担当委員会  組織活性化委員会 

返 信 締 切  ２月１２日（金） 必着 

返  信  先  （一社）尾道青年会議所 事務局   E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます 

会場内マスクの着用、入退室時の消毒、咳、発熱等の症状がある方は出席をお控えください 

※ご出席の場合のみ、ご返信下さい｡ 

………………………………………き……り……と……り……せ……ん…………………………………… 

２月例会出席返信 

出 席 します｡

お名前：                         
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尾道 年会議所 2 月例会 講演内容（参考資料） 

日時 2021 年 2月 16 日(火)  

場所 尾道国際ホテル 
講演方法 ポワーポイントデータで 40 シート 50 シートを予定 
例会テーマ 「繋げる為に繋がろう!」 

講演内容への要望 
①組織を継続していく上で。「守り続けている事」「変化させてきたこと」 
②異業種や地域との繋がり(タイアップ、コラボレーション) 
③社員の子供が入社する組織づくり 

講演内容案 
①321 年の沿革と変革 
・現金掛け値なし 
 (掛け売り時代に小売という新しい商売の仕方を考案 :変化させてきたこと) 

・加賀藩御用と新しい鰹節の仕入(本座節と小箱節)  
(武家と大口取引、参勤交代による大名バブル、その崩壊により町人が主力顧客に 
:変化させてきたこと、守り続けていること) 

・商品券 
  (銀製商品券を発行、金融と鰹節商売の融合 :変化させてきたこと) 
・新しい本枯鰹節の製法確立 
  (鰹節に何度もカビ付けを繰り返す製法確 、江 東京の食文化に寄与、優良鰹節カビ

を業界に無償提供し業界標準となった :変化させてきたこと、守り続けていること) 
・つゆの素 
  (本物の鰹節だしを入れた初の製品として発売、汎用性の高い和風調味料として定着  

:変化させてきたこと) 
・フレッシュパック 
  (削り立ての鰹節を密封包装して鮮度保持、特許を業界に公開、削り節の標準となる 
 :変化させてきたこと、守り続けていること) 

※①321 年の沿革と変革では顧客の関係や業界との関わりを絡めて話したいと思います。 
全てを通じて、守り続けていることは鰹節に関連している事です。変化させてきたことは
顧客との関係や業界との関わりを通じて商品や商売の形を変化させながら現在に至って
いる事です。 
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②現在の挑戦 
・日本橋再開発 
 (三井不動産との再開発、本社・本店の再開発、日本橋だし場、新業態開発、飲食店挑戦、
コラボや協業の実践  :変化させてきたこと、守り続けていること) 

・新しいカテゴリーへの挑戦 
 (だしとスパイスの可能性、和食以外へ挑戦、速水もこみちと契約 :変化させてきたこと) 
・日本橋地域との関わり方 
 (町会、商店会、祭り、橋洗い、日本橋エリア全体での活動 :守り続けていること) 

※取り組みの多くは地域に関わる方々や仕事で外部の方々との協業で形作ってきました。
その取り組み事例や考え方をお話出来ればと思います。 

③社員や働く関係者との関係 
・会社の経営と組織の考え方、従業員との関わり 
・親子で働く従業員(例:萩原氏、松本氏、他) 
・現在、取り組んでいる事、社内研修、エンゲージメントサーベイ 
・コロナ禍で変わった事、変わらない事、繋がり方、働き方、 

※世の中の変化と共に社員との関わり方も変わっています。その中で会社に求める期待値
と満足値、上司に対する期待値と満足値が見えるような取り組みをしています。にんべん
は従業員が 200 名強の会社です。全員の顔と名前が分かるような環境の会社だと考えて
います。そのような中で気を付けている事や、山本恭平さんがにんべんで 3 年程働いて
頂いた時の話も織り交ぜて事例として話してみたいと思います。 
更に春からのコロナウイルス感染拡大に伴い、物理的に変化を強制しなければならない
事が出てきました。その中での対応も時間があればお話ししたいと思います。 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

審議 事項 

                                                        委員会名：未来ビジョン委員会 

                                                       委員長名：内海 洋平 

（１）議案名 

持続可能な魅力あるまちづくり創造への調査・研究・実践 事業計画(案)予算（案）に関する件 

（２）事業名 

    「やりたい」を楽しもう！ YouTuber体験 IN 尾道市役所 

（３）事業実施に至る背景 

現在のコロナ禍において、生活のあらゆる場面で制限を強いられ、特に子どもたちにおいては、

楽しみ・豊かさの損失は顕著といえます。そういった状況下で次世代を担う子どもたちの素直な

思いや自由な発想を引き出し、今後の持続可能なまちづくりに活かしていくことが必要です。 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）地域の子ども達に対し、興味・関心の高いYouTuberに模してコンテンツを楽しみな

がら体験ができる場を提供し、考える力・知識を得ることにつなげ、情報拡散が可

能な手段を使って、広く子ども達の考えを世間に知っていただく機会とし、持続可

能なまちづくりの一助とします。 

ｂ．（対内）体験・発言を通じて現在の地域の子ども達の自由で柔軟な発想や意見・考えを招集

し、今後のまちづくりの一助となるような活動につなげます。 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２１年 ４月 ４日（日） １０：００ １７：００

        ｂ．場  所 尾道市庁舎(２階多目的スペース、尾道市議会議場) 

        ｃ．予算総額  ￥２００,０００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ６６名     外部６４４名     計７１０名 

（内部内訳：正会員６６名） 

（外部内訳：市内小学生 保護者 その他６４４名） 

        ｅ．動員計画 市内小学校へのチラシ配布 

     市内各地域へのチラシ配布、ポスター掲載 

           SNSを使った広報・宣伝 

        ｆ．外部協力者 尾道市 

尾道市 議会事務局 

            動画編集者 原田メガホン様 

                        地域Vtuber あにむず様 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 委員 石岡 由光 

              委員 川口 晴康 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２０年１２月２３日（水）第５回正副理事長予定者会議   協議 
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       ２０２１年 １月 ８日（金）第１回理事会     協議 

    ２０２１年 １月２６日（火）第１回正副理事長会議    審議 

    ２０２１年 ２月 ８日（月）第２回理事会     審議 

    ２０２１年 ２月 ９日（火）  チラシ配布、SNS告知等開始 

    ２０２１年 ４月 ４日（日）事業実施 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

小学生（１ ６年生）を対象に「YouTuber」を体験という子供達の関心の高い手法を用いて、動画

作り（撮影、企画、編集）を楽しみながら、子供達から今後の尾道のまちに対する様々な期待や思

い、今後のまちづくりの参考素材になるようなオープンで柔軟な発想や意見を引き出します。発言

コーナーでは議会事務局の協力のもと、尾道に対しての思いや感じていることと、今や将来に「や

りたいこと」を議場で発表いただきます。実際のまちづくりに携わる議員に聞いていただき、今後

のまちづくりのヒントやアイディアとしていただき、発表内容を撮影・編集した動画をYouTubeで

配信することで、多くの方に子供達の多様な考えを知っていただく機会とします。また予約不要の

フリーブースを複数個所準備し、楽しく過ごしていただく中にも地域のことを考えたり、感じたり

する要素を散りばめ、賑わいを創出します。 

    現状では、市庁舎多目的スペースに設定された定員（２４０名）の半数を最大収容人数(１２０

名)とし、会員を除いて８７名を１時間あたりの収容数（滞在時間を１時間と仮定）としています。 

   収容数となった場合は、入場規制をかけて時間予約・整理券の配布などを行い、加えて、入場時に

は検温・消毒等の対策を行います。 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

   事前予約に加え、当日の参加も可能な設えとし、気軽に多くの子供達の参加をしていただけるよう

にします。集客については告知を約２ヶ月前からSNS・動画等での告知を開始し、チラシを市内全小

学校・市内各所へ配布、ポスターの掲示も行います。事前予約など反応を図り、コロナの状況を踏ま

えながら、実施できる環境を作っていきたいと考えます。 

   また尾道市庁舎での開催とすることで、地域と連携した活動とし、対外へのPRに繋げます。 

（８）審議のポイント 

   内容・予算について 

（９）会議での意見とその対応 

   意見）今回の事業での持続可能性とは。 

対応）よりわかりやすくするため、背景・目的を修正しました。 

意見）VTuber とは何か。 

対応）アニメ等のキャラクターを用いて、動画投稿・配信を行う人のことです。 

意見）委員会メンバーと現役メンバーはどのような役割となるか。 

対応）委員会メンバーが編集コーナーでの動画編集レクチャー、議場での対応、受付などを行い、

現役メンバーが子供達の誘導や撮影コーナーでのサポートをしていただきます。 

意見）議場体験でのタイムスケジュールがとてもタイトであると感じる。 

対応）委員会内・動画編集者と再検討し、時間・人の流れを修正し、事業概要（案）に反映してお
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ります。 

意見）コーナーが例として書いてあります。具体的な想いは。 

対応）委員会で精査し、コーナーについて事業概要（案）に反映しております。楽しさの中でも尾

道らしさを感じられる内容も盛り込んでおります。 

意見）子供たちがやりたいことを、もっと把握したうえで、コーナーの設えをしてみてはいかがで

しょうか。 

対応）意見を参考にさせていただき、各コーナーを考えました。 

意見）日程について、４月４日を選んだ理由は。 

対応）春休み期間で参加しやすい日程を選びました。また候補日程の中で会場の都合により、この

日程とさせていただきました。 

意見）人数の規定について６８０人はベストな人数か？目標人数は。 

対応）動線や時間などを再考して、事業概要（案）に反映しております。人数については１時間あ

たり動画撮影・編集３２名、フリー入場５０名、議場１０名の９２名とし、７時間で６４４

名とし、目標人数としております。 

意見）１～６年生では、内容も異なるのではないか。全学年対象とした理由は。 

対応）学年によってリテラシーや能力差もあるかと思いますが、多様な意見を集めたい意図もあり、

全学年としました。 

意見）集客方法は。 

対応）チラシ等の他にイベント内容がわかるような動画の発信を考えています。 

意見）アンケートは、紙面とWEBの両方があるが、どういう使い分けか。 

対応）その場では紙での収集とし、帰ってからという方にはWEBで回答いただけるように。 

意見）アンケートの部分で、どの部分が一番評価されてほしいか。 

対応）５に記載している次につながる回答が欲しい。 

   意見）議場で、やりたいことを発信してみたというのは、一人でしゃべり続けるという設えか。 

      固まった子には、引き出してあげるために、質問や、楽しくしゃべれる雰囲気を作れるよう

に考えてもらいたい。 

対応）最初の説明時などでリラックスできるよう意識し、同席している議員の方にも楽しい雰囲気

づくりに協力いただきます。 

（10）他委員会への依頼事項等 

   本事業について、集客が重要となりますので、告知・動員のご協力をお願いします。 

  当日には設営、進行、撤去作業などメンバーの皆様にお力をお借りすることが多くございます。委員

長、副委員長の皆様に人数協力のお願いをいたしますので、何卒よろしくお願いいたします。 

（11）添付資料 
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事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

事業概要(案)  
タイムスケジュール(案) 
会場レイアウト（案） 

申し込みフォーム（参考資料） 

タイトルデザイン、チラシ、ポスター(参考資料) 
イベント専用 YouTubeチャンネル（参考資料）

チラシ、ポスター見積もり(参考資料)  
デザイン見積もり（参考資料）

動画編集対応見積もり（参考資料）

Vtuber見積もり（参考資料）

会場費用(参考資料) 
会場減免通知（参考資料）

設営見積もり(参考資料)  
プレスリリース(参考資料) 
アンケート（参考資料）

事業案内 会員用（参考資料）

ポスター掲示予定一覧(参考資料) 
全体スケジュール 委員会別（参考資料） 

第２回理事会    ２０２１年 ２月 ８日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 200,000 -200,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 200,000 -200,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0 0
設 営 費 支 出 9,000 -9,000
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 61,710 -61,710

小　計 0 70,710 -70,710
人 件 費 支 出 20,000 -20,000
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 33,200 -33,200
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 53,200 -53,200
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 10,000 -10,000
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 10,000 -10,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 51,080 -51,080
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 51,080 -51,080
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 3,000 -3,000
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 3,000 -3,000
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 12,010 -12,010
0 200,000 -200,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

「やりたい」を楽しもう！ YouTuber体験 IN 尾道市役所

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補助金等収入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事

業

費

支

出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事

業

費

支

出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 200,000

200,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出会場費支出 施設利用料等 0 尾道市市庁舎　会場レンタル

設営費支出 iPadレンタル20台、送料 41,910 e-TAMAYA 　振込手数料込み

設営費支出 ディスプレイレンタル 4台、送料 19,800 e-TAMAYA 

設営費支出 感染対策　一式 9,000 ビニール手袋、アルコールなど

70,710

企画演出費支出人件費支出 動画編集 対応 20,000 原田メガホン様　源泉込み

演出費 コーナー　備品購入 30,000 お菓子、メイク、備品など

演出費 クロマキー 購入 3,200 Vtuber体験備品

53,200

講師関係費支出諸謝金支出 Vtuber　あにむず 10,000 あにむず様　交通費　源泉込み

10,000

広報費支出 作成費支出 チラシA4 10,000、ポスター100部 印刷 36,080 紙誠株式会社

作成費支出 タイトル・各種デザイン 15,000 Yuuki Design

51,080

資料作成費支出資料費支出 アンケート 1，000×3円 3,000 事務局

3,000
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 12,010
200,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

「やりたい」を楽しもう！ YouTuber体験 IN 尾道市役所

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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●議場に立って「尾道でやりたいこと」を発言してみた！
【特別体験・撮影】予約制・終日・尾道市議会議場

親御さんは議員席・傍聴席で見学、撮影可能

尾道市議会事務局共催
参加予定

発表者

カメラ

議員席：発表者待機

傍聴席：親御さま等観覧

発言してもらった子供達全員の動画をプロが編集してアップ（希望者のみ）
→ YouTubeでの配信により、子供たちの考えや楽しみを同世代、親世代を中心
に多くの方に発信します。（YouTube配信用は後日編集し、アップロード）

参加者が尾道に対しての思いや感じていることと、
今や将来に「やりたいこと」を議場で発表する体験を通じて、
貴重な経験と記録を提供します。
また子供たちの意見を議員に聞いていただくことに加え、
収集したものを今後の活動・事業等に活用します。

動画編集 対応：原田メガホンについて
代表：原田佑一郎
テレビ制作会社での番組制作、広告会社にて企業向け映像制作を経て、
現在、福山市でWEBデザイン、動画制作等を個人事業行う。
動画制作例

YouTuber体験 事業概要(案)

【開催日時】2021年４月４日（日） 10:00-17:00
【場所】尾道市庁舎 2階多目的スペース、市議会議場
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参加人数：1時間ごとに10名*7時間=70名

流れ

１.説明 発言内容を書く（議場議員席にて）

10分程度

受付：他委員会 ２名
説明・アテンドスタッフ2名 委員会メンバー 高橋、川口
カメラスタッフ１名 委員会メンバー 横山
傍聴席対応：他委員会 ２名

2.

1分程度

３. 登壇 発言

1分程度

３. 席に戻る
1分程度

全員終了（40分）

4. or コメント

３分

5. 終了 多目的スペース移動（45分）

保存メディアを動画編集へ

個別編集（原田メガホン）
10名分

編集完了まで撮影コーナーなどで遊ぶ

3-５分ごとに１名分
出来上がりを個々に渡す
※受け渡し方法検討中
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【撮影コーナー】終日・フリー入場可能 多目的スペース
YouTubeの人気コンテンツを模したコーナーを用意し、撮影をしていただきます。
気軽に参加し、楽しむことができる内容にした上で、撮影するだけでなく自分たち
の住む尾道を考える・感じる内容を盛り込みます。

●チャレンジコーナー
・１分間にお菓子何個積めるか？！
・ストップウォッチ ぴったり止めよう！
・いりこピッタリ100g 測れるか？！

●解説コーナー
・自己紹介してみよう！

●レビューコーナー
・箱の中身は何だろうな？！
尾道の名産品など

●なりきりコーナー
・ネコメイク

尾道の名産品については、提供いただける
よう声かけして収集します。

ホワイトボードを用意し、ある程度
テンプレートを用意し、それに沿って
話していただく。
尾道のことなどを話せる内容を盛り込む。

尾道といえばネコ。
フェイスペイントでネコメイクをして撮影。
そのまま街に出たり、SNSにアップなど
話題にも。
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【編集コーナー】終日・フリー入場可能 多目的スペース
タブレット（iPad）で撮影コーナーで撮影した動画をクチャー付きで編集、
持ち帰っていただいたり、YouTubeへのアップ方法もレクチャーします。

「iMovie」アプリを用いて、撮影動画
のカットや繋ぎ、テロップを入れたり、
BGMを入れたり簡易的な編集作業を
行っていただきます。

最初に行う作業などはマニュアルを用
意し、それに沿って作業。
質問等への対応は委員会メンバーが行
います。

マニュアル例

YouTubeのアップロード方法やマニュアルを家でも見たい方に向け、特設YouTubeチャ
ンネルに動画をアップします。
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撮影 編集コーナー 流れ

撮影 編集
各15分

8台16名
※10時スタート時

撮影 編集

16台32名

①

②

③ 撮影 編集

16台32名

④ 撮影 編集

16台32名

受付時にグループ分けし、iPadを8台ずつ貸し出し。
15分撮影後、15分間の編集を行っていただきます。

16台32名

お持ちのスマホ等で撮影される方、体験コーナーの入場・見学は50名までとし、超過の場合
は、待機してもらう。
最大収容人数120名ー撮影・編集体験32名ーメンバー30名 = 58名
受付 : スタート時間を案内。待つ場合は整理券を配布。
編集後、データを渡してiPad回収・消毒
再入場したい方は再度受付。

対応
編集レクチャースタッフ3名 委員会メンバー 石岡、安保、高垣
撮影コーナースタッフ 委員会メンバー２名 小川、平岡 + 他委員会
受付スタッフ 委員会メンバー１名馬原 + 他委員会

iPad

iPad

撮影スタッフ対応
・空いているコーナーへの誘導、コーナーの説明や盛り上げをしてもらいます。

編集スタッフ対応
・作り方マニュアルを見て編集をしてもらいながら、わからないことなどへ対応
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【体験コーナー】終日・フリー入場可能 多目的スペース

YouTubeをはじめ、インターネットでのいいところ、気を付けることなど仕組みや
技術などを掲示・動画で放映し、知識を得ていただきます。

「インターネットのいいところ、悪いところ」
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【体験コーナー】終日・フリー入場可能 多目的スペース

Vtuberを体験！
広島発バーチャルファンタジーけもの系Youtuberグループ“あにむず”にご協力いただき、
アニメキャラと共演したり、操ったりする体験を通して、技術や知識を得ていただきます。

合成技術を使った体験も実施。

【あにむずについて】
広島発ファンタジーけものバーチャル YouTuberグループ。個性豊かな６名の動物たちが
広島の紹介や雑談、ゲーム実況などで活動するチャンネルを運営。

あにむず 代表 松尾龍弥さまプロフィール
広島工業大学情報学部３年生。バーチャルYouTuberグループあにむずの代表。様々な勉
強会や交流会を開催しており、過去にはVTuber技術勉強会を開催したり、ベイブレード
の交流会を広島最大級の痛車イベント「もみみまつり in LECT」にて２度開催している。
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タイムスケジュール（案）
撮影コーナー 編集コーナー 議場 原田メガホン Vtuber

10:00 1班撮影
10:15
10:30
10:45 １班編集
11:00 2班撮影
11:15
11:30 フリー利用 フリー利用 体験
11:45 ２班編集
12:00 3班撮影
12:15
12:30
12:45 ３班編集
13:00 4班撮影
13:15
13:30
13:45 ４班編集
14:00 5班撮影
14:15
14:30
14:45 ５班編集
15:00 6班撮影
15:15
15:30
15:45 6班編集
16:00 7班撮影
16:15
16:30
16:45 7班編集
17:00

8-14



Vtuberを体験！ チャレンジ
コーナー

お菓子
タワー

解説コーナー
自己紹介

体験コーナー
「いいところ悪いところ」

会場レイアウト（案） 多目的スペース

編集スペース

箱の中身は

ネコメイク

原田メガホン編集

ストップ
ウォッチ

ピッタリ
測る

受付（検温・端末引き渡し）

会場レイアウト（案） 議場

カメラ撮影位置

発表者位置

議員席：発表者待機

傍聴席：親御さま等観覧
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会場：多目的スペース（市庁舎２F）
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会場：議場（市庁舎4F）
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申し込みフォーム（参考資料）
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チラシ・ポスター（参考資料）

タイトルデザイン（参考資料）
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イベント専用 YouTubeチャンネル（参考資料）

専用のチャンネルでは、事前の告知・説明動画をアップしていき、集客へつなげることと
当日、議場での発言を編集したものをアップロードしていきます。

WEBページ、SNSを活用しながら
メンバーのSNSでの拡散にご協力いただくよう、お願いいたします。

チャンネルURL  https://www.youtube.com/channel/UCQ2uDzHSrKOXRSP1IThQMFQ
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定員 全日(8:30-21:00) 2日間 フル

多目的スペース1 机あり 120 8,360 16720

机なし 150

多目的スペース2 机あり 120 6,930 13860

机なし 150

多目的スペース1+2机あり 240 15,290 30580

机なし 300

多目的スペース3 机あり 40 5,390 10780

机なし 50

金額
（円・2日間）

会議机

無料会議椅子

移動式ステージ

スクリーン 2,200
大型プロジェクター 6,600
ポータブルマイク 1,100

会場費用：尾道市庁舎 多目的スペース（参考資料）
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クロマキー 3,220円

設営見積もり（参考資料）

iPad20台×1,500円=33,000円（税込）
送料 8,250円（税込）
合計 41,250円（税込）

モニター4台×3,000円=13,200円（税込）
送料 6,600円（税込）
合計 19,800円（税込）
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尾 青 会 発 号

                          ２０２１年 月 日

会 員 各 位

一般社団法人 尾道青年会議所

      ２０２１年度 理 事 長 安 楽 城 大 作

副理事長   島 田 元 太

委 員 長       内 海 洋 平

「やりたい」を楽しもう！ YouTuber 体験 IN 尾道市役所 

ご協力のお願い

 拝啓 向春の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、『「やりたい」を楽しもう！ YouTuber 体験 IN 尾道市役所』と題し、まちの魅力である子どもたち

に、各種コーナーにて撮影から動画作りを体験してもらい、また議会事務局様のご協力のもと、市議会議場

での企画も用意し、楽しみながら将来を考えるきっかけを作っていただける事業を開催いたします。

 メンバーの皆さまに参加いただくことで、本事業が子供たちの楽しさとなり、より一層盛り上がり、達成感

を分かち合いたいと考えております。     

つきましては、ご多忙とは存じますが万障お繰り合わせの上、何卒ご出席賜りますようお願い申し上げます。

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます

 会場内のマスク着用、入退出時の手指消毒、咳・発熱等の症状がある方は出席をお控え下さい

敬 具

記

日     時  ２０２１ 年 ４月 ４日（日） １０：００～１７：００

場     所  尾道市役所 ２F 多目的ホール、市議会議場 

服     装  JC ポロシャツ（その他詳細は後日ご案内します。）

返 信 締 切  ２０２１年 ３月１９日（金） 必着

返  信  先  （一社）尾道青年会議所 事務局 FAX 0848-20-1112 E-Mail  ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAX かメールで事務局まで返信ください。 

以上

…………………………………………………きリとらないでください…………………………………………

参加 ・ 不参加

委員会名：          お名前：                              
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YouTuber
ユーチューバー

体験
たいけん
 IN尾道市役所

おのみちしやくしょ
  来場者 

らいじょうしゃ 
アンケート 

一般社団法人 
いっぱんしゃだんほうじん おのみちせいねんかいぎしょ

 未来ビジョン委員会
み ら い び じ ょ ん い い ん か い

本日
ほんじつ

の「YouTuber 体験 IN 尾道市役所
ユーチューバーたいけん   おのみちしやくしょ

」のご感想
かんそう

をお聞
きき
かせください。 

今後
こんご
の活動
かつどう

の参考
さんこう

とさせていただきます。 

1. 学年
がくねん

を教
おし
えてください  （    ）年生 

2. 今日
きょ う
、何
なに
が楽
たの
しかったですか？ 

 ・撮影
さつえい

コーナー ・編集
へんしゅう

コーナー ・Vtuber
ブイチューバー

  ・体験
たいけん

コーナー ・議場
ぎじょう

   どう楽
たの
しかったですか？ 

  （                              ） 

3. 何
なに
が勉強
べんきょう

になりましたか？ 
  （                              ） 

4. いま、何
なに
をすることが楽

たの
しいですか？ （例

れい
. スポーツをしている時

とき
） 

 （                              ） 

5. 尾道
おのみち

でどんなことがあれば楽
たの
しいと思

おも
いますか？ 

  （                              ） 

――親御さんに質問します。 

1. 「YouTuber 体験 IN 尾道市役所はどちらで知りましたか？ 

子供のチラシ 配布されていたチラシ ポスター インターネット YouTube   

フェイスブック 知り合いから    その他（    ） 

2. 参加して YouTube やインターネットに関するイメージは変わりましたか？ 

 ・よくなった ・悪くなった ・変わらない 

 よくなった、悪くなった方は、どういったことを感じましたか？ 

 （                                 ） 

３. 今回のイベントにお子様を参加させてよかったですか？ 

  よかった   悪かった   わからない 

4. 今回のイベントのようにお子様に体験させたいことがあれば教えてください。 

   （                                ） 

ご回答いただき、ありがとうございました。 

ご自宅でのご回答はこちらからお願いいたします。→→ 
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PRESS RELEASE

- 1 -

2021 年 2 月吉日 

プレスリリース 

報道関係 各位 

一般社団法人 尾道青年会議所 

理事長 安楽城 大作 

副理事長 島田 元太 

                                                     委員長 内海 洋平 

一般社団法人尾道青年会議所  

「 “やりたい”を楽しもう！YouTuber 体験 IN 尾道市役所」 

取材についてのお願い

拝啓 梅花の候、貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、 う！ YouTuber体験 IN 尾道市

役所』と題し、イベントを開催する運びとなりました。まちの魅力である子どもたちに、各種コーナーに

て撮影から動画作りを体験してもらい、また議会事務局様のご協力のもと、市議会議場での企画も用意し、

楽しみながら将来を考えるきっかけを作っていただける内容となっております。

つきましては事業広報に是非ともご協力をお願いしたくご依頼申し上げます。

敬具 

記 

テ ー マ ： 「やりたい」を楽しもう！ YouTuber体験 IN 尾道市役所

日   時 ： ２０２１年４月４日（日）１０時００分～１７時００分 

会   場 ： 尾道市役所 多目的スペース、市議会議場 

入   場 ： 無料 

主      催 ： 一般社団法人 尾道青年会議所 

共      催 ： 尾道市 

以上  

つきましては、上記事業の告知におきましてご協力頂きますようお願いいたします。

＜本件に関するお問い合わせ先＞

一般社団法人 尾道青年会議所 事務局 連絡先：(0848)20－1110 Fax(0848)20-1112 
（電話での受付時間：平日午前１０時から午後５時まで。土・日・祝日は受け付けておりません。） 

http://www.ojc.or.jp E-mail： ojc@urban.ne.jp

担当 ：未来ビジョン委員会  委員長： 内海 洋平（うつみ ようへい） 

Tel：090-7772-6910     E-mail：utsumi.youhei@gmail.com
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チラシ・ポスター配布先（参考資料）

ポスター掲示、チラシ設置 一覧

学校名 児童数
1 久保小 120

2 154

3 土堂小 278

4 栗原小 561

5 吉和小 246

6 山波小 283

7 日比崎小 534

8 三成小 288

9 美木原小 141

10 高須小 830

11 171

12 百島小 7

13 浦崎小 108

14 向東小 391

15 栗原北小 233

16 御調中央小 217

17 65

18 高見小 101

19 向島中央小 395

20 三幸小 87

21 因島南小 322

22 因北小 295

23 重井小 92

24 334

6253

・尾道市内各小学校様(教育委員会を通じて 24 校) 

・尾道市役所様

・尾道観光協会様・尾道駅、東尾道駅様

・尾道商工会議所様
・シネマ尾道様
・啓文社様
・ベイタウン尾道様
・フジグラン尾道様
・千光寺様
・商店街掲示板
・尾道FM様
・チュぴCOM おのみち様

・コンビニ各所(山波ローソン、栗原ファミマなど) 

・メイト様
・ゆきひろストア様
・オンリーワン様

( 他) 

※ポスター掲示 90 箇所、計 100 枚掲示予定。

※チラシ設置 3,000枚 残数会員配布

尾道市内小学校 一覧
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

協議 事項 

                                                        委員会名：地域教育実践委員会 

                                                       委員長名：島田 昌広 

（１）議案名 ３月例会 事業計画（案）予算（案）について 

（２）事業名 テーマ 「主体性が広げる子どもの可能性」 

（３）事業実施に至る背景 

 昨今、ＡＩの革新的な進歩をはじめとする数々の新しいツールの誕生により、社会に求められる 

人間像が変化してきています。そういった社会の変化に合わせ、主体性を持つことの重要性が問わ 

れていますが、主体性は乳幼児期からの「あそび」や「コミュニケーション」を通して養われます。 

数多くの教育方法がある現代において、将来を見据えた子どもの本質的な教育を、大人たちが学ぶ 

必要があります。 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）「主体性」とは、大人になり社会に出てから学ぶものではないこと、乳幼児期から 

大人が与えるものに大きく左右された結果であることを知り、子育ての意識改革の 

一助とします。 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２１年 ３月１６日（火） 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥６０，０００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ６６名     外部 ０名     計 ６６名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 キッズいわき 代表／岩城 敏之 氏 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 地域教育実践委員会 村上 直弘 

        ｈ．実施手順・プログラム 

      ２０２１年 １月２６日（火） 第１回正副理事長会議    協議 

      ２０２１年 ２月 ８日（月） 第２回理事会        協議 

      ２０２１年 ２月２６日（金） 第２回正副理事長会議    審議 

      ２０２１年 ３月 ８日（月） 第３回理事会        審議 

      ２０２１年 ３月１６日（火） ３月例会行事        実施 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    キッズいわき代表である岩城敏之氏を講師としてお迎えし、ご講演をして頂きます。岩城敏之氏 

   はヨーロッパの玩具の研究を通して、教育現場や子育ての問題点について、するどく核心をついた 

理論をお持ちです。ヨーロッパの子育て・教育は年齢に応じた発達を促進することに優れており、 

乳幼児期から主体性を育む教育方法の一つとして注目されています。子ども達が遊ぶ玩具も、年齢 

に応じて「色彩感覚」「空間把握能力」「記憶力」「協調性」等を養い、それぞれの玩具に目的意識 
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がはっきりしています。ルールがシンプルで子ども達が独自に追加したルールを採用しやすいこと 

も特徴です。そしてこの「考え、工夫する」ことを習慣づけることが、主体性を養うことにもつな 

がります。本講演では、現代の子育てや教育の課題に玩具がどのように関係しているか、実際に玩 

具に触れて頂きながら、様々な視点からお話頂きます。そして、玩具を与える側の大人がどのよう 

に意識や行動を変えていくべきか、気付きを得られる内容とします。 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

子育て・教育の問題を取り上げる場合、教育機関や教育カリキュラムに注目が集まる傾向があり 

ます。本年は乳幼児期の「あそび」の重要性を学ぶことで、子育て世代のメンバーにとって、身近 

な話として聞いてもらえることが期待できます。また子ども達が「年齢に応じた発達」を積み重ね、 

「あそび」の中で率先して物事に取り組む姿勢は主体性を養い、将来会社やまちのリーダーを多く 

輩出することの一助になることが期待できます。 

（８）協議のポイント 

    内容、予算について 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

（10）他委員会への依頼事項等 

    子育てはご家族の協力が不可欠です。より多くの方々に出席頂き、ご家庭に持ち帰って例会での 

学びを広げて頂きたいと思っております。各委員長の皆様にはメンバーの出席を促して頂きます様 

お願い致します。 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

３月例会事業概要（案） 

３月例会講演内容（参考資料） 

３月例会講演レジュメ（参考資料） 

３月例会タイムスケジュール（案） 

会場レイアウト（参考資料） 

３月例会アンケート（案） 

講師プロフィール（参考資料） 

講師料見積書（案） 

３月例会看板（案） 

３月例会看板作成見積書（案） 

３月例会案内文書 現役会員（参考資料） 

３月例会案内文書 ＯＢ・特別会員（参考資料） 

第２回理事会  ２０２１年 ２月 ８日
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 60,000 -60,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 7,000 -7,000 (有)メディアジャンクション
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 7,000 -7,000
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 50,000 -50,000 岩城敏之氏　源泉所得税￥5,105含
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 50,000 -50,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 396 -396 事務局（＠3円×132枚）
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 396 -396
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 2,604 -2,604

0 60,000 -60,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

３月例会　テーマ　主体性が広げる子どもの可能性

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事

業

費

支

出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事

業

費

支

出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

9-3



事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000

60,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営支出 看板代 7,000 (有)メディアジャンクション

7,000

講師関係費支出諸謝金支出 交通費、謝礼金込 50,000 岩城敏之氏　源泉所得税￥5,105含

50,000

資料作成費支出資料費支出 アンケート、レジュメ 396 事務局（＠3円×132枚）

396

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 2,604
60,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

３月例会　テーマ　主体性が広げる子どもの可能性

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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3 月例会事業概要（案） 

１ 講演内容 

テーマ「主体性が広げる子どもの可能性」 

２ 講師選定理由 

キッズいわき代表である岩城敏之氏はヨーロッパの玩具の研究だけでなく、子育て 

や教育の問題点にするどく核心をついた理論をお持ちです。ヨーロッパで実践されて 

いる子育て・教育は、年齢に応じた発達を促進することに優れており、「あそび」の枠 

を超えて、様々な視点からお話頂けると思います。また岩城氏は、子どもの遊びの環 

境や、玩具・絵本について、保育園・幼稚園・児童館などの職員研修だけでなく、家 

庭の子育てについて、数多くの著書の出版や講演もされております。有識者の理論を 

聴くことで、子育てを感覚的に捉えるのでなく、主体性の大切さをよりわかりやすく 

理論的に捉えることができると思います。 

３ 例会スケジュール 

【講師入場】（2分） 

会場後方より講師に入場して頂き、拍手でお迎えします。 

【理事長挨拶】（3分） 

 理事長より挨拶頂きます。 

【委員長趣旨説明】（2分） 

 本例会の趣旨説明を委員長より説明致します。 

【講演】（70 分） 

 岩城氏の講演をよりわかりやすく実感にして頂くために、講演前半にゲーム体験をして

頂きます。 

≪青年会議所メンバーによるボードゲーム体験≫（10 分） 

・2種類のボードゲーム「ハリガリ」「ドブル」を使った実践をします。 

≪講演構成≫（60分） 

 〇おもちゃ屋から見えること 

 〇ヨーロッパと日本 

 〇変わる教育“ＡＩ時代に大切なこと 
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【質疑応答】（5分） 

 青年会議所メンバーからの質問に、講師がお答えします。 

【副理事長謝辞】（2分） 

 吉田副理事長に謝辞を述べて頂きます。 

【講師退場】（2分） 

 講師を拍手でお見送り致します。 

【アンケート記入】（4分） 

 本例会の検証の為、アンケートを実施します。 
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３月例会講演内容（参考資料） 

 日時：２０２１年３月１６日（火） 

 場所：尾道国際ホテル 

 講演方法：前半 10 分／ヨーロッパのおもちゃをメンバーで体験 

      後半 60 分／講演（資料はレジュメのみ） 

１ ゲーム体験では、2種類のボードゲーム「ハリガリ」「ドブル」を使います。 

 【ハリガリ】 

 ≪ルール≫  

  ２名～６名で遊びます。順番にカードを出し、同じ種類のフルーツを足して「５」にな

る組み合わせを見つけたら、ベルを鳴らします。早くベルを鳴らした人が場に出ているカ

ードをすべてもらい、持札になります。自分の持札が無くなったら負け、たくさん集めた

人が勝ちです。 

【ドブル】 
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≪ルール≫ 

 ２名～８名で遊びます。各自１枚のカードを自分の前に絵が見えるように置きます。残

りのカードを中央に伏せて積んでおきます。中央のカードをめくった時、大きさ関係なく

同じ絵柄を見つけて、声に出して絵柄の名前を言います。早く言った人が勝ちで、自分の

カードの上に乗せる。たくさん集めた人が勝ちです。 

２ 講演内容 

テーマ「おもちゃで広がる子どもの可能性」 

≪構成≫ 

 〇おもちゃ屋から見えること 

 〇ヨーロッパと日本 

 〇変わる教育“ＡＩ時代に大切なこと” 
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大人が子どもにおもちゃを与えることの責任 

～コロナ禍で増す家庭の役割～（参考資料） 

キッズいわき代表  岩城敏之 

（１）おもちゃ屋から見えること 

･遊びは大切か？ 

・おもちゃが大切な理由（おもちゃ＝遊び＋道具） 

・絵本の役割、おもちゃの役割 

・ボードゲームが育むこと（非認知能力＝社会で自分を活かす力） 

（２）ヨーロッパと日本 

    ･刺激少ない、頭と体を使う、日常社会自然への関心 

･物的環境に願いを込める教育 

･主体性＝私の人生の主人公は私 

・ヨーロッパの子ども、日本の子ども 

（３）変わる教育~ＡＩ時代に大切なこと~ 

     ･人類の豊かさと幸せのために

ホームページ：http://www.kidpuff.com メール：mail@kidspuff.com

公式インスタグラム：instgram.com/kidsiwaki_puff_official

岩城敏之インスタグラム：instgram.com/kidspuffiwaki

YouTube：岩城の遊びとおもちゃ
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3 月例会行事 タイムスケジュール（案） 

19：00～ 例会セレモニー（20 分） 

19：20～ 例会行事開始 ／ 講師入場（2 分） 

19：22～ 理事長挨拶（3 分） 

19：25～ 委員長趣旨説明（2分）  

19：27～ 講演（70分） 

（講演内でのボードゲーム体験（10 分）含む） 

20：37～ 質疑応答（5分） 

20：42～ 副理事長謝辞（2分） 

20：44～ 講師退場（2分） 

20：46～ アンケート記入（4分） 

20：50～ 例会セレモニー（10 分） 

21：00  終了 
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司会

１名

司会者

ドアマン＋アテンド２名

　２０２１年度　3月例会行事　会場レイアウト（参考資料）

ビデオ

地
域
教
育
実
践
委
員
会

講師席

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

総務広報
委員会

社会開発
委員会

組織活性化
委員会

未来ビジョ
ン委員会

拡大研修
委員会

正副事務局拡大
候補生
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3 月例会 「主体性が広げる子どもの可能性」 
アンケート（案） 

今後の活動の参考にさせて頂くため、本日の例会に関してアンケートの記入に
ご協力をお願い致します。 

1. 講演を聴いて、「主体性」は大切だと思いましたか？ 
□思う     □思わない     □どちらとも言えない 

2. 質問 1で【思う】にチェックされた方は、その理由を教えてください。 

3. 日常の生活や子育ての中で「主体性」を養う習慣や工夫になっていると感じ
ることを教えてください。※ご自身の経験でも結構です 

4. 「主体性」を養うことで、家庭環境や人間関係にどのような好影響を期待し
ますか？ 

アンケートにご協力頂き、誠にありがとうございました。 
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講師プロフィール （参考資料） 

有限会社 キッズいわき代表 

 岩城 敏之 氏   

（主な経歴等）  
1956 年 3 月 5 日生まれ。 同志社大学経済学部卒業。8年間、書店勤務。  
絵本とヨーロッパの玩具を研究後、1987 年「えほんとヨーロッパのおもちゃの店ぱふ」 
開業。  
KBS テレビ“アムアム 830”に 1 年半レギュラー出演（子ども文化コメンテーター）。  
1989 1995 年マッキー総合学園講師。  
絵本「メチャクサ」（アスラン書房）翻訳。  
NHK 出版「すくすく赤ちゃん」 ’93 3 月号赤ちゃんのおもちゃ特集  
’93 11 月号 赤ちゃんのコミュニケーション術  
’94 3 月号 おもちゃで遊ぼう  
1994 年「かしこいおもちゃの与え方」出版(京都法政出版、現在は三学出版より出版)  
「シーザーのハにかんぱい」翻訳（アスラン書房）  
1995 年「デイジーあかちゃんはわたしよ」翻訳（アスラン書房）  
1996 年「はがいたいかいじゅうくん」翻訳（アスラン書房）  
「あかちゃんとおるすばん」翻訳（アスラン書房）  
「たのしいうんどう」翻訳（アスラン書房）  
「うみのぼうけん」翻訳（アスラン書房）  
「子どもが落ち着ける７つのポイント」出版  
（京都法政出版、現在は三学出版より出版）  
1997 年「子どもの遊びを高める大人のかかわり」出版  
（京都法政出版、現在は三学出版より出版）  
1998 年「よく遊ぶ赤ちゃんのおもちゃガイド」出版  
（京都法政出版、現在は三学出版より新版出版）  
1999 年 「つみ木あそびの本」出版（京都法政出版、現在は三学出版より出版） 
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2000 年 「よく遊ぶ幼児のおもちゃガイド」出版（京都法政出版、現在は三学出版より  
新版出版）  
「子育てのコツ」出版（三学出版）  
2001 年「続・子育てのコツ」出版（三学出版）  
2006 年「ゴォォォール！」翻訳（アスラン書房）  
2009 年「笑ってまなぶ子育てのコツ」けんかやトラブルはこわくない（三学出版）  
2011 年「絵本 お話 わらべ歌」（アスラン書房）  
2012 年「赤ちゃんのおもちゃ」（三学出版）  
2016 年「幼児のおもちゃ｣（三学出版）  

現在 (有)キッズいわき代表  
読売新聞子育応援団メンバー（子育てコラムの連載と講演）、活字文化推進会議講師、(財)
出版文化産業振興財団（JPIC）読み聞かせサポーター養成講師 子どもの遊びの環境や、玩
具・絵本について、保育園・幼稚園・児童館などの職員研修や保護者向け講演の講師として、
全国をとびまわっている。  
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２０２１年度 ３月例会看板（案） 

 板製作寸法 及び 基本レイアウト 

テ－マ 

３月例会 テーマ「主体性が広げる子どもの可能性」 
285mm 

2910ｍｍ 

予備欄   

委 員 会 名   

講師 有限会社キッズいわき 

代表 岩城 敏之 氏

135mm 

1210mm 

地域教育実践委員会 
135mm 

1000mm 
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尾 青 会 発   号

                            ２０２１年 ３月 ９日

会 員 各 位

一般社団法人 尾道青年会議所

理 事 長     安楽城 大 作

副理事長 吉 田 雄 太

委 員 長     島 田 昌 広

３月例会のご案内（参考資料）

拝啓 春寒の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、３月例会ではキッズいわき代表である岩城敏之氏をお招きし、「主体性が広げる子どもの可能

性」というテーマでご講演頂きます。

 現代の子育てや教育の課題に玩具がどのように関係しているのかを学び、「おもちゃを与える側」の 

大人がどのように意識や行動を変えていくべきか、そういった気付きを得られる内容となっております。 

そして、子ども達に「安定した豊かな心」を養ってもらう為の一助として頂きます。 

万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。

敬 具

記

日     時  ２０２１ 年 ３月１６日（火）１９：２０～２１：００

場     所  尾道国際ホテル

例     会  テーマ「主体性が広げる子どもの可能性」

講     師  キッズいわき代表 岩城 敏之 氏  

例会担当委員会  地域教育実践委員会

返 信 締 切  ３月１２日（金） 必着

返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112         E-Mail  ojc@urban.ne.jp

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAX かメールで事務局まで返信ください。

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます

 会場内マスクの着用、入退室時の消毒、咳、発熱等の症状がある方は出席をお控え下さい

以上
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尾 青 会 発   号

                      ２０２１年 ３月 ９日

特別会員 各 位

一般社団法人 尾道青年会議所

    理 事 長     安楽城 大 作

副理事長 吉 田 雄 太

委 員 長     島 田 昌 広

３月例会のご案内（参考資料）

拝啓 春寒の候 皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、３月例会ではキッズいわき代表である岩城敏之氏をお招きし、「主体性が広げる子どもの可能

性」というテーマでご講演頂きます。

 現代の子育てや教育の課題に玩具がどのように関係しているのかを学び、「おもちゃを与える側」の 

大人がどのように意識や行動を変えていくべきか、そういった気付きを得られる内容となっております。 

そして、子ども達に「安定した豊かな心」を養ってもらう為の一助として頂きます。 

万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。

敬 具

記

日     時  ２０２１ 年 ３月１６日（火）１９：２０～２１：００

場     所  尾道国際ホテル

例     会  テーマ「主体性が広げる子どもの可能性」

講     師  キッズいわき代表 岩城 敏之 氏  

例会担当委員会  地域教育実践委員会

返 信 締 切  ３月１２日（金） 必着

返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112         E-Mail  ojc@urban.ne.jp
返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事より FAX かメールで事務局まで返信ください。

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます

 会場内マスクの着用、入退室時の消毒、咳、発熱等の症状がある方は出席をお控え下さい

以上

※ご出席の場合のみ、ご返信下さい｡

………………………………………き……り……と……り……せ……ん……………………………………

３月出欠返信

出 席 します｡

              お名前：                
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